
令和２年度 大阪府立交野支援学校四條畷校 第１回学校運営協議会 報告 

 

１．日時・場所 令和２年８月４日（火）午前１０時００分から１２時００分 

交野支援学校四條畷校 第１美術室 

２．出席者      【学校協議会委員】 

高塚 良則 元大阪府立学校長 

田中 彰 四條畷市砂自治会長 

杉本 匡子 （社）るうてるホーム通所事業部長 

加藤 美朗   ※ 関西福祉科学大学准教授                

北口 信二    北河内障害者就労・生活支援センター長         

小川 弘子 大阪府立交野支援学校四條畷校 PTA会長 

【事務局】 

准校長 武田 幸造 

教頭 河上 鉄男 

課長補佐 香西 朝夫 

首席・中学部主事 溝部 晃輔 

首席・高等部主事 村上 智則 

傍聴希望募らず（新型コロナウイルス対応）               ※欠席

  

３．次第 （１）准校長挨拶（武田准校長） 

（２）自己紹介 

（３）「会長・副会長の選出」ならびに実施要綱・傍聴規則確認 

（４）四條畷校における新型コロナウイルス感染症への対応について 

（５）「令和２年度学校経営計画及び学校評価」について 

（６）学校教育自己診断アンケート及び授業アンケートについて 

（７）教科書選定について 

（８）その他 

４．報告 

 

 

 

 

 

 

 

「会長・副会長の選出」 

事務局より、会長に高塚委員の推薦があり、全会一致で承認された。 

また、高塚会長より加藤委員を副会長に推挙、全会一致で承認された。 

 

「実施要綱」「傍聴規則」確認 

略 

四條畷校における新型コロナウイルス感染症への対応について 

4 月よりの対応について准校長より説明。休業期間中の定期的なメール配信、学習支

援や三者面談の実施、その後の分散登校・短縮登校等、段階的学校再開の経緯を説明

した。また、「四條畷校登校ガイドライン」を示し、学校の取組みに理解を求めた。加

えて、教職員に対する時差出勤やテレワークの推奨などあらたな取組みも説明した。 

「令和２年度学校経営計画及び学校評価」について 

准校長より基本的な方針について説明。基本的には昨年度末にこの会議で承認を受け

た内容を継承している。その中でも「キャリア教育の推進」「教員の専門性の向上」と

いう 2点について、より力を入れて取り組んでいきたい。 



学校教育自己診断アンケートについて 

教頭より内容を説明。アンケート項目については昨年度と変更せず、経年変化を追える

ようにしたい。実施は年内後半予定。 

 

授業アンケートについて 

今年度は 1 学期の授業参観がなかったが、2 学期以降は例年通り参観時にアンケート

を配付する。アンケート項目については昨年度と変更せず、経年変化を追えるように

したい。 

 

教科書選定について 

各学部で実際に使用している教科書を紹介。 

 

委員よりの意見 

高塚会長より、コロナ禍の対応や「四條畷校登校ガイドライン」等について、すこし外

からは見えにくかったという印象を受けたとのことであった。また学校経営計画につ

いて、昨年度にこの会議で大まかに内容を確認していることもあるので、この方針で

進めてほしいとのことであった。また、可能であれば、学校評価の部分にコロナ対応

の取組みを入れてはどうかとの進言があった。 

 

北口委員からは、様々な事業所から「支援学校でどんな取り組みをしているのか」知

りたいという声を聞いている、今後も外部へ積極的な情報発信をしてほしいとのこと

であった。 

 

杉本委員からは、学校教育自己診断アンケートについて、昨年度の会議の中でより生

徒にとっても書きやすい内容に工夫するようにとの話であったが、結果的に変更がな

かったのはどういう理由なのか説明が必要とのことであった。また回収率の向上にも

努めるようお声をいただいた。 

 

田中委員から、学校経営計画についてコミュニケーション能力や自ら考えて行動する

力の評価指標が就職率のみになっていることについての疑問が出された。むしろどん

な取組みを行い、どのような変化があったのかわかることが大切であるとの提言があ

った。 

 

小川委員からは、コロナ禍の対応について、学校として行った定期メールの配信や教

科書の送付、三者面談、動画の配信などへの賛辞の言葉をいただいた。また学校教育

自己診断アンケートについては、PTAとして声かけするなどして、回収率向上に協力

いただけるとのことであった。 

 

その他 

今年度の会議日程 

第２回学校運営協議会 令和２年１２月（仮） 

第３回学校運営協議会 令和３年 1月 or２月（仮） 

     詳細な日程については後日調整の上決定。 

 

 


